
７ 2025年６月15日　第414号　おおさか自治体の仲間 おおさか自治体の仲間　2025年６月15日　第414号 ６

「
星
の
里
い
わ
ふ
ね
」　

近
く
に
山
や
川
が
流
れ
て

自
然
を
満
喫

大
阪
労
連
北
河
内
地
区
協

議
会
は
京
阪
く
ず
は
駅
前

で
「
仲
間
づ
く
り
＆
万
博

中
止
宣
伝
」（
３
月
22
日
）

　大阪労連北河内地区協議会は、毎年５月に仲間の親
睦と団結を深めるバーベキュー交流会を「星の里いわ
ふね」（交野市）で開催しています。
　５月24日、公務と民間で働く組合員と家族36人が参
加して、それぞれ労働組合の活動やたたかいを相互に
激励しあい、交流を深めました。
　当日はあいにくの雨天でしたが、小西議長のあいさ
つと乾杯のあと、おいしいバーベキューを堪能しまし
た。それぞれ持ち寄った差し入れを交換する姿も見ら

れました。
　交流の場では、ストを構えてたたかう民間労組から
使用者と対等に話しあいができること、会社内に労組
がなくても地域労組に加入してがんばっている取り組
みが紹介され、地区協があるからこそ、地域の労働者
の権利と尊厳が守られていることを実感できました。
　大阪自治労連からも枚方市職労、門真市職労の仲間
が参加して、他の労働組合と連帯を固めあいました。

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｋの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

毎年５月は楽しくBBQ交流
北河内の仲間と連帯を深める

（大阪労連北河内地区協議会）

ヒント：早期避難で安全第一

７月号･８月号は合併号として７月号･８月号は合併号として
７月末に発行予定です７月末に発行予定です
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ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ほ
う
き
に
乗
っ
て
空
を
飛
ぶ
と
い
わ

れ
る
。「
〇
〇
〇
の
宅
急
便
」

❹
互
い
に
愛
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
「
相

思
〇
〇
〇
〇
」

❽
な
く
て
〇
〇
〇
〇

�
船
や
航
空
機
の
方
位
を
は
か
る
〇
〇

〇
盤

�
ゴ
ル
フ
は
ア
ウ
ト
と
〇
〇

�
焼
け
〇
〇
に
水

�
漢
字
は
象
形
〇
〇

�
自
分
の
信
じ
る
宗
教
と
は
別
の
宗
教

を
信
仰
す
る
人

�
単
葉
機
←
→

�
こ
こ
は
自
分
の
出
る
〇
〇
で
は
な
い

�
サ
ナ
ギ
か
ら
出
て
成
虫
に
な
る
こ
と

�
ブ
タ
肉
を
使
っ
た
〇
〇
カ
ツ

�
秋
の
野
に
さ
や
さ
や
と
風
に
そ
よ
ぐ

植
物

�
等
号
記
号
「
＝
」
の
呼
び
名

�
女
王
。
ト
ラ
ン
プ
の
絵
札
の
ひ
と
つ

�
い
か
に
も
満
足
そ
う
で
〇
〇
〇
満
面

な
様
子

タ
テ
の
カ
ギ

❶
相
手
の
意
の
ま
ま
に
任
せ
る
状
態
。

〇
〇
〇
〇
の
鯉

❷
二
番
目
の
息
子

❸
明
く
る
日
。
〇
〇
日

❺
い
よ
い
よ
９
回
〇
〇
の
攻
撃

❻
相
手
の
弱
み
に
つ
け
こ
む
。
〇
〇
〇

〇
を
見
る

❼
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
で
紙
な
ど
に
文
字

を
打
ち
出
す
こ
と

❾
生
活
協
同
組
合
の
略
称

�
自
己
〇
〇
〇
〇
〇
の
際
、
名
刺
も
渡

し
た

�
〇
〇
同
音
に
ノ
ー
の
声
が

�
雨
の
多
い
季
節
。
乾
季
←
→

�
〇
〇
〇
〇
盆
に
返
ら
ず

�
野
球
で
走
者
が
次
の
塁
に
進
む
こ
と

�
コ
ロ
ナ
禍
で
は
皆
が
着
用
し
た
ね

�
お
し
ゃ
べ
り
。
〇
〇
〇
番
組

�
カ
ギ
。
〇
〇
ポ
イ
ン
ト

�
せ
い
て
は
〇
〇
を
仕
損
じ
る

■
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
を
、
ど
な
い
か
し
て
! !

　
　

谷
越　

隆
志
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
非
正
規
職
員
の
拡
大
、
業
務
の
民
間
委
託

を
す
る
な
ど
の
経
費
削
減
策
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
強
化
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

今
泉　

政
信
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
雨
も
増
え
て
、
湿
度

も
高
く
な
っ
て
く
る
時
期
で
す
が
、
蒸
し
暑

さ
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
と
体
力

を
つ
け
て
仕
事
を
が
ん
ば
ら
な
い
と
、
と
思

う
毎
日
で
す
。

　
　

藤
城　

直
美
さ
ん
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
毎
月
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
は
楽
し
み

で
、
息
子
と
一
緒
に
解
い
て
い
ま
す
。

　
　

小
西　

素
子
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
我
が
小
学
校
に
も
、
こ
の
春
92
人
の
ピ
カ

ピ
カ
の
１
年
生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
! !

　
　

今
井　

真
人
さ
ん
（
高
石
市
職
労
）

■
身
近
な
記
事
や
知
っ
た
顔
も
載
っ
て
い
る

の
で
、「
お
お
さ
か
の
自
治
体
の
仲
間
」
は

や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。

　
　

大
西　

靖
子
さ
ん
（
大
東
市
職
労
）

■
職
場
で
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

種
か
ら
小
松
菜
を
育
て
て
い
た
ら
、
虫
に

食
わ
れ
す
ぎ
て
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、

「
美
味
し
い
小
松
菜
が
育
っ
た
」
と
思
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
　

中
村　

ま
ど
か
さ
ん（
寝
屋
川
市
職
労
）

〈火災共済支払共済金〉
火災一部焼損（パソコンの被害）���162,000円
（見積書または領収書に基づく実損額）
火災臨時費用����������� 24,300円
（火災共済金の15％）
合計���������������186,300円

ノウカ　カイタク
ウチケシ　シツイ
セキ　シカ　ピケ
イ　シヤクネツ　
　テツカドン　サ
コン　イケ　オン
トツピ　イチメイ
シユンジ　カイン

４月号の解答
「ピカピカノ　
　イチネンセイ」

応
募
の
方
法

　
「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場
名
」

「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、
メ
ー
ル
か

は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の

感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と
や
近
況
な
ど

を
一
言
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言
は

「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天

神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連
「
お
お

さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
７
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２
５
年

９
月
号
の
紙
面
に
掲
載

４
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
５
年
４
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
ピ
カ
ピ
カ
ノ

イ
チ
ネ
ン
セ
イ
」
で
し
た
。
各
職
場
か

ら
は
が
き
10
通
、
メ
ー
ル
38
通
合
計
48

人
か
ら
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽

選
で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
寺
山　

貴
善
（
大
阪
府
職
労
）

▼
谷
越　

隆
志
（
堺
市
職
労
）

▼
河
合
志
保
里
（
貝
塚
市
職
労
）

▼
川
原
雄
一
郎
（
寝
屋
川
市
職
労
）

▼
斉
藤　

郁
子
（
吹
田
市
職
労
）

断然安い掛金断然安い掛金

★詳細は組合書記局まで
　お問い合わせ下さい　

まさか

の備え

〈自治労連共済の特徴〉
①全国一律の安い掛金で大きな保障
　自治労連の火災共済は、基本掛金の中で、火災はもち
ろん、落雷や車の飛込み、風水雪害、地震の場合のお見
舞い金までワイドに保障しています。
②風水害特約（地震等見舞金付）で備えを拡充
　基本型に風水害特約（地震等見舞金付）を付帯するこ
とで、風水害や地震の際に上乗せしてお支払い。家財の
被害についても対象です。

火災共済にぜひ加入を

落雷でパソコンが壊れた！

500円円（耐火は250円）（耐火は250円）で最大で最大1000万円万円の保障！の保障！
１口（掛金：木造等５円・耐火2.5円）につき10万円保障（全焼の場合）

月 掛 金
たったの

<加入例>

月額掛金 構造 借家にお住まい 持ち家にお住まい

500円 木造等 家財の保障　　　

1,000万円
家財の保障　　　

� 400万円
建物の保障　　　

� 600万円250円 耐火

（家財の加入があれば対象になります）（家財の加入があれば対象になります）

保障額は居住面積・家族の人数により設定できます。最高限度は建物
4,000万円、家財2,000万円まで。

〈たとえば〉


